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切断枝条 (古条 )処理によるクワ胴枯病の発生 (予報 )
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表 : 秋に採取した枝条の発病皮目数 (1)
1 は  し が  き

クフ胴枯病菌 ,:´″″″
`″
θ″″α,IIAR4は桑の皮目から

侵入して発病するとされているが,皮目内に潜伏している菌

の生態,発病に至る経過などの詳細については未だ不明の

点が多い。これらを解明するため著者らは,桑古条に本病

菌の皮目接種を行い,発病させようと努めているが,ま だ

成功していない。一方本病の発生常習桑園から秋以降に採

取した枝条は低温多湿の保護条件のみで容易に発病させる

ことが出来た。このことは従来いわれてきた本病の発生機

構に,さ らに新しい知見を加えることになると思われるの

で,以下その概要を報告する。

なお,枝条の採取にご協力いただいた岩手・山形の両県

蚕業試験場の方々に御礼申し上げる。

2 材料 及 び 方法

11月 下旬,岩手県 2カ 所,山形県 1カ 所の桑園 (いずれ

も改良鼠返,春切,根刈 )か ら枝条を採取した。これを12

笏の長さに切断し両端をパラフィンで封じた後,底に濡れ

た濾紙を敷いたプラステックの箱に収め 5℃ の定温器に保

護した。3月下旬,新庄市の桑園から採取した枝条も同様

な方法で処理した。

3 結 果及び 考察

11月 下旬に本病の常発地帯である岩手 山形から採取し
た枝条を5℃ 多湿条件下で保護したところ,箱の底の濾紙

に接した水濡れの状態にある枝条に約40日頃から病斑が出

現してきた (表 1)。 同じ箱に収められた枝条でも表面が
乾いた状態にあるものには病斑の出現が無いか,あっても

極めて少なかった。これら表面の乾いた枝条を濡れたガー

ゼで巻き再び5℃ に保護すると,多数の病斑が現われたが,

25℃ に保護したものに病斑は認められなかった (表 2)。 こ

れは25℃ 保護下では,皮目下の木栓形成層の活動が活溌化

することと関係があるように思われた。

次に 3月 下旬,新庄市の発病桑園で積雪下の枝条を掘り

出し, 5C,15℃ ,25℃保護を行った(表 3)。 この場合
は多湿条件下の水濡れの技条だけでなく,表面の乾いた枝
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56年 1月 24日調査

表2 秋に採取した枝条の発病皮目数 (2)

注. 1)1区 10本 ,基部より5～311昴の枝条を供試
2)処理 : 1月 27日
調査 : 5℃ 区・ 3月 3日 ,25℃ 区・ 2月
10日

3)( )は 不明確な病斑

表 3 埋雪下より採取した枝条の発病皮目数

注 採取 3月 23日 ,処理 3月 25日
調査 : 5℃ 区・ 4月 20～23日 ,15℃区 4月 8
～10日 ,25℃ 区・ 4月 4日

表の数字は10本の発病皮目数を示す。
()は不明確な病斑

枝条の

部 位
地取採

本 供

数 試
(本)

反 発
目
数 病
(コ )

発病皮目数

最高
(コ )

最低
(コ )

基部から

5 ヽ́30"

岩手県胆沢町若柳

″ 北上市六原
山形県村山市清水

10 473

511

163

,

7

3

基部から

30～ 55翻

岩手県胆沢町若柳

″ 北上市六原
山形県村山市清水

10 142

107

78

25

31

18

0

0

0

注 55年 11月 18～20日 採取 5℃ に保護 ,

保護温度 採 取 地
発 病
皮目数

(コ )

発病皮 目数

鵡
０

最 低
(コ )

5℃
岩手県胆沢町若柳

山形県村山市清水

58

22

10

9

3

0

25℃
岩手県胆沢町若柳

山形県村山市清水

(3)

0

(1)

0

0

0

保
護
条
件

条 基 部 か ら の 部 位

5～ 17昴
(■ )

17～29"
(コ )

292‐ 41a“

(コ )

41～ 53翻

(コ )

53～65昴
(コ )

5℃
多湿 36

70

19

25

6

17

0

7

15C 13 (7)

25℃
多湿

″ 湾

0

(7)

0

0

0

0

0

0

0

0
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条にもかなりの病斑が出現した。この時期になると,すで  がっているのではないかと推察される。

に生活組織に侵入している菌もあるためと思われる。また

保護温度が低い程病斑が多発し,表 2と同じ傾向の結果が         4 ま  と  め

得られた。3月下旬採取した枝条は11月下旬のそれに比較   クヮ胴枯病の発生常習桑国から,秋以降に採取した切断

し,病斑の拡大力埠 く,生活組織侵入後の病菌の活動が活  枝条の表面を水濡れの状態にし低温 5℃前後に保護すると,
発なことを示していた。 室内で容易に本病を発生させることが出来た。本法はクワ

本試験の結果から,本病の発生常習桑園から秋以降に採  飼枯病菌の生態を調べる上で有効な手法の一つと思われる
取した枝条は,表面を水濡れの状態にして5℃ に保護する  が,柄胞子の皮目接種により発病させる手法の確立が急務
と容易に発病させ得ることが解った。しかし無発病地で春  となろう。
採取した枝条の皮目に病菌を接種し同様な処理を行っても

今までのところ全く発病は認められていない。これらのこ         参  考  文  献
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